
東大先端研地域共創リビングラボ×エコッツェリア協会
×プラチナ社会研究会・三菱総合研究所

⚫日時： 2019年11月25日（月） 17：00～19：00 （懇親会19:00-20:00）

⚫会場： ３×３Lab Future（さんさんラボ フューチャー）

東京都千代田区大手町1-1-2 大手門タワー・JXビル １階

17：00～17：05 開会挨拶

三菱総合研究所 プラチナ社会センター長 柏谷泰隆

＜第1部＞

17：05～17：50 報告1 東京大学先端科学技術研究センター地域共創リビングラボの挑戦

東京大学先端科学技術研究センター 特任助教 近藤早映

報告2 大丸有発地方創生～フューチャーセンターとリビングラボの未来

エコッツェリア協会 プロジェクトマネージャー 田口真司

報告3 明るい逆参勤交代が都市と地方を変える

三菱総合研究所 プラチナ社会センター 主席研究員 松田智生

＜第2部＞

17：55～19：00 パネルディスカッション

「生活者が中心のリビングラボの未来－産官学がなすべきことは？」

導入：地域共創リビングラボ発－高齢者の社会参加を実現する

産学官連携の基盤づくり「GBER」の取組み

東京大学先端科学技術研究センター 講師 檜山敦

エコッツェリア協会 プロジェクトマネージャー 田口真司

三菱総合研究所 プラチナ社会センター 主席研究員 松田智生

＜懇親会＞

19：00～20：00

○申込方法： 下記URLよりお一人ずつお申込みください。

https://info.ecozzeria.jp/livinglab_20191125

○問合せ先：エコッツェリア協会 TEL : 03-6266-9400

⚫プログラム

「都市と地方の未来～リビングラボの未来を語る」

https://info.ecozzeria.jp/livinglab_20191125


登壇者紹介

⚫ 柏谷 泰隆

（株式会社三菱総合研究所 プラチナ社会センター長）

京都大学法学部卒業、政策研究大学院大学政策研究科修了。中央省庁・自治体等
の調査研究・政策分析に携わる傍ら、各地に出張し地方と都市の関係を考える毎
日。物質的な豊かさが実現し、価値観が多様化する21世紀にめざすべきプラチナ
社会を提唱し、新しい働き方・住まい方の実証を推進中。高齢社会の公共政策、
企業・金融のあり方等の著作・講演に加え、財務省委員、東京大学、早稲田大学
等の客員講師・研究員等を歴任。

⚫ 近藤 早映

（東京大学先端科学技術研究センター 特任助教）

東京大学大学院工学系研究科都市工学専攻博士後期課程修了、博士(工学)、一級
建築士。JR東海コンサルタンツ㈱では愛知万博「JR東海リニア館」の意匠設計を
担当。2018年より現職。主な研究テーマは、地方都市活性化、協働や交流の市民
拠点の在り方、市役所の協働拠点性、保育施設とまち、リビングラボの「共創」
スキーム。まちを舞台に意識改革を興す「ソーシャル・マドラー」を提唱し実践
中。

⚫ 田口 真司

（エコッツェリア協会 プロジェクトマネージャー）

1972年岐阜市生まれ。2010年3月にワールドカフェによる対話会を開始。企業で
働く人や学生、NPO、主婦などあらゆる属性の人たちを集め、毎月テーマを変え
たイベントを主催。未来の社会について対話し、新たな価値創造に向けた活動を
実施。2013年2月から現職。丸の内をオープンイノベーションの街にすべく、
3×3Lab Futureの運営業務を通じ、社会的ビジネス創出に向け活動中。

⚫ 松田 智生

（株式会社三菱総合研究所 プラチナ社会センター 主席研究員）

1966年東京生まれ。慶應義塾大学法学部政治学科卒業。
専門は地域活性化、アクティブシニア論。著書に「日本版CCRCがわかる本」。
高知大学客員教授。丸の内プラチナ大学副学長。2010年プラチナ社会研究会を創
設。都市と地方での「逆参勤交代構想」を提唱し、モデル事業を全国で推進中。
内閣官房地方創生×全世代活躍まちづくり検討会委員、内閣府高齢社会フォーラ
ム企画委員、壱岐市政策顧問、高知県移住推進協議会委員等を歴任。

⚫ 檜山 敦

（東京大学先端科学技術研究センター 講師）

東京大学大学院工学系研究科先端学際工学専攻博士課程修了。博士（工学）。
東京大学大学院情報理工学系研究科特任助教、特任講師を経て、現在、東京大学
先端科学技術研究センター講師。
2017年より理化学研究所革新知能統合研究センターチームリーダーを兼務。
人間拡張工学、複合現実感など超高齢社会が直面する諸課題に情報科学的にアプ
ローチする研究開発に従事。
著書に『超高齢社会2.0 クラウド時代の働き方革命』(平凡社新書)。


